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融雪水及び、凍土の融解水による

土壌の侵蝕に つ い て

八鍬利助・藤井)f(人

On the Soil Erosion Caused by the Thaw Water 

of Snow and Frozen Soil 

By RLqUKE YAKU¥YA and SHlGETO FuJU 

緒 言

本j立の十跡地 }jの松に，冬季酷;J~~罪主でゴ:壊

の凍結甚だしい地帯に於ては，手長季とれらの融7l¥.

のため土壌の佼蝕が起るととが多い。

1950 年イふ筆者~('~l;は i司容岡大11ミ付に於て本問

題について観iJliJを行ったので， :;)(にその結果の概

要を述べる。

十勝地方の土壌;東結

十勝地方は冬季酷患であるが，干:j'i零は比較的

少ない。今帯肢の窓{民卯jに於ける気候を示すと弐

去の如くである。

第 1表絡を肢 の 気 候

ょに 11112 1 1 ¥ 2下-¥4
平均気温(OC)

平 均-同 (OC)
最低ゑI皿

建雲2(巴m) 32 I 30 I 4 11 

上去の椋に晩秋には気温著しく低-く，故f正ー試

恭北海道大挙農挙制:農業主式象王手教室報告 第ラ減

i毘は本下に降るので， 11 n 11110になると土壊の去

而は玩に凍結を始める(第 l¥;;，i¥参照)。 その後試1院

の降下と共に土壌の凍結は次第に土壌内部に進み

2n中'IIJKは 63cmの深さ迄凍結する。 との時期

を過ぎると， .(耳u二は地中内部よりの熱によって下

降より融餅ーをMiめ，更に 3H 1f11J)頃より凍土の去

問iからも融JI#し 4月Itl旬には凍土は杢く消失す

る。
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第 1画帯康に於ける土壌凍結

かくの如くお季にはも!'i~及び凍土の浅貯が融

俳を始めるが，との時期には未だ土壌中に， 71'，に
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不透性の凍土居が建イjミずるので，融ノkは土壌IfJに

主主透する事が出来ないで、，地I古iに }ftt7Jz~J\態になっ

ている。それl吹いくらかの傾斜がるると，融;Kは

斜商に沿うて流下し土壌の佼蝕を起す。

観測の方法

水質験は十勝岡大iI三村 (42047〆N.，1430lO〆E.，

120m)にある農林省f午物報告事務所附及川r物試験

地附近の，北西に傾斜している火山次地に於て行

ったものである。

一様な傾斜を有する所を選ぴ，腕 11i日，長さ

5間の 2厩を作り，上方及び側面より融水の位入

を防ぐため，匝と悶えで深さ 1尺の松枠をこれ:り，

凍土を掘ってとれを埋め枠の上端約 3寸11/.地上に

Hiる肢にした。直分lま号えの通りである。

第 1jA[標準匝

第 2匝佼出l防[1二I長上方より 41mの距離に

第 2Ii;，¥1の桜な凍土舟よりも深い小溝を作り

此底に集まった融水を地中に法透せしめ，

土壌イ4・!I1tを防止する椋にした。

第2園侵蝕防 J1二溝

ドH直には昨年栽培の等高級にほぼ、ili角な11;僚

が残っていた。

寛肱匝内には可成りの雲があったが，枠埋め

やその他の作業のため雲菌i甚だしく乱れたので，

匝内に人1.0的に雪を置いた。零の司王j勾の深さ及び

精度は多くの如くである。

0.60 

第 2 底

6.2 

0.55 

雨l亘の傾斜而は千均 7度で，恒の地面に泊う

て流下する融雲水と融羽i!kは各国の下方に集まり

小さい樋を通って tr~ 3闘の様な受水器に注ぐ椋

にした。

第 3 園流tJ\7~量自記器

A.受水器 B. 自記電接計披器

交水器の上下運動は自記電接計数器によって

白言己される*;xにした。

ある一定時1mの融7)(の流出量は交水器の内容

砧に電接の図書士を乗じて得られる。交7)(器 1回の

上下運動によって測られる水量は次の如くである。

第 3表受7~器の*の符最(巴 c)

¥¥笈険制数
¥¥  1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1平均

番号主 ¥¥  

防 l同 I2ペペ叶叶山川
流出水量及び流古土壌量

観測は 4月9日より同22日迄行ったが，その

中本賞験に最も都合の良かった 4月10日の観測成

果について述べる。同日は快晴で日射強く格始殆

ど静胞でるった。

自記電接計数器記録紙から30分間持の電接回

数 nを譲みとり，とれを交水器1回の上下運動に

よってi!ilJられる水量:m c.cに乗やると 30分聞に流

出する水量となる。即ち

m c.CXn = 30分聞に流出する水量 (c.c)

今第 1匝より 30分間持に流出する水量を，上

の方法によって計-算しその結果を同示すると第

4Ii，，¥1の如くでるる。

第 4Iii，f!.vこよって流出水量の時1m的援化をと見る
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第 4 圃 iffl: III水量の時間的唆化(第 1~~) 

lo，CO 

に， 8時 40分頃流出が始まり，その後円射が弧く

なり融解水予:多くなると共に流出JJdltも増し， 12 

時より 12時 30分迄の 30分間の流出長は 16.64g， 
となり，その後更に増して 13時 30分より 14時に

は1日中の最多流出走 27.73tj30分となる。 との

時刻を過ぎると流出量は共立5に減少して 18時 10

分過ぎには殆ど零となる。

大iE村に於ける 4月10日の日出， 日南中日夜

時を計-算すると弐の虫nくでるる。

第4表大正村に於ける 4月101:1の

日前淡， Hi市中時

日出 時 日南中時 EI Yl n寺

4時55分 11時29分 18時 2分

故に融水の流出1m始はsH¥時より 3時11¥145分
沿くれ，流出量の最多は太陽の最高度時刻よりがJ

2時Ii!J必くれる。 日波後約 10分経過して流出荒:

は14となる。

;;)(に第 1lifuからの流出7J'(と共に流うたずる土壌

長を調ペる。流亡する土!!tnlは流出水量の多少に

よって異なるが，本質験に於ては寅験中童文回500c.c

IJJO- 川JO、

/'1:00 f$，OC 
15:30- 16.30-

1600 17.00 
17.30- e. 
1'.00 

の流11¥水を保り， とれを一元夜師、置して後，上段

71'，を拾て，残った土壊をシャーレに入れて水分を

茶殻せしめて杯最した。その結果は弐の如くであ

る。

第 5表融7~ 500c.c中の土壌量 (g)

採取時刻 ):児;鵠品ι苅刈刈O明州分イ)14恥削Oけ分

第 l匿土壊量) 02却o ) 0ω3努5 I O伯 I 0.32 

今電接回数の自記紙から 1sの電接総回数を

読みとると 889固となる。とれを交水器の71¥.の容

量 221.8c.cに来十ると， 1 s 1:1:1に5坪から流H¥し

た融71¥の線、量として 197.18a/r:こ1なるf[I'[を作るo

500c・d!IJち0.5t中に含まれる平均の土壊量は

0.32gであるから， 1日中に:f;in匝から流亡する土

壌総長は 126.2g/日となる。

第 2匝即ち佐伯防止匝に於ては，融水は小樽

に集まり，漸次地中に法透するので，その下方に

は融水は殆どrJteれない。従って土民の流亡もとの

小溝によって防止11'.来るわけである。
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。'"

c 2 3 't 

第 5圃

賀験直及びその附涯の土壌

第 1匝の上:Yj日より縦に沿うて 90cm毎に土壌

を掘り，表土の!早さを調在した(第 51劇。

その結果によると，表土は上方に於て非常に

渇く下方になるに従って深い。上部より 2m飴の

所に於ては友土の厚さ慌かに 7cmであるが，下方

になると 40cm以上の厚さとたる。との総に去土

が傾斜地の上方に砕く下方に厚いのは，土嬢の位

蝕(自白水及びその他の原¥:s¥による佼蝕を合む)によ

り，永年の11¥1に:衣土が上方より下方に運ばれたた

めであると氾われる。

三五くに貰験期nllヰl;:Ai土の融制lHJ¥況を調ぺた結果

は弐;去の主I1くで，第 1匝のiJli土融併の枝様をUi，品示

したのが第 61，刈である。

第6表凍土の融解

てご--------------一日 時 I 10B 1 11日 I 12 iJ 
I，f~_\ 項 ¥1¥p6日制分116時30問16嗣 0分

副lWf土暦の厚(巴m) 5.0 7.0 8.5 
第l極

凍土居の厚(巴m) 6.0 35 1.5 

第2恒
融師事土暦の厚(巴m) 1.5 8.0 10.5 

凍土暦の厚(巴m) 17.5 9.0 4.5 

! 
第6圃 凍土の融持軍(第 1I孟)

上去によると 1日nnに凍土の融解する1享さは

/l，目

場所及び日によって著しく異なるが，主F"均すると

次の如くである。

第7表凍土融解の厚さ

第 l匝 l 第 2 W;" 

刊 1H雨lーさい 2.3 6.5 

凍結土壌と地温

十勝地方に於ては，土壌凍結居は 4月中旬過

ぎ迄正著作するので，地温の上昇を妨げ農耕上甚だ

しい障害となっている。故に土壊凍結の防止及び

凍土の融解促進をi司るととは同地方の農業経営上

司非常に大切な事柄でるる。

教にはとれらの研究に進む一段階として，凍

結土壊と持油土壌の地温の比較を試みる。

者遇面(凍土の既に融解した土壌)に於ては，

地而， 5， 10， 20， 30 cm 深さ迄は曲管地温計を以

てiJ!ljり 40cm深さのものは亜鉛紋製品目管を挿入

し， とれにフース型温度計'を吊して羽Ij温じた。

Ul~土匝に於ては 2 尺平方の穴を掘り 0， 5，

10cm 深さのものは横から曲管地温計を挿入し， 20

30， 40cm 深さには亜鉛放製細管を挿入し， とれ

/6‘'10 ..... 
に曲管地i1J計を入れて翻測した。

4月11日9時より同 12日9

時迄2時間持に観測した結果を示

すと第 7及び 81昂!の如くである。

普通匝の地回i温度は 9時20分

に 12.7
0

Cであるが，その後急に上

昇して 12時 30分には 1日中の最

高 24.sOCに達する。 その後三た第に降下して翌朝
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第 7園 地温の日鑓化{普通凶)

日j/イト¥ / 
y ¥/  
0ト:高二. :ヨ弓戸三宍三三二二ラ玉三id
-< 

-~ 

10 12 /名 16 /8 20 22 

A 

2'f 2 ~ 6 F 時

第 8国 地温の日撞化(凍土民)

5時には OSCになる。

;京ゴ:!亘に於ては 9時20分の地而温度は 3.80C

で背遇面より甚だしく fJl'{院である。 14時には最高

温度に控:するが，その温度は 12.2CCで詐油国より

12:4
C

Cの低温である。翌明 4時には -2.lCO
にた

る。

N4匝のi毘度目鑓化に於て特に相異する貼は，

iJliゴ;国の夕方融71¥が凍結する時と， };i月表j廷の凍結

が融解する時である。第 81;;立!の様に夕方温度下降

して融7Kが凍結する場合には融解熱を出すので，

iH[皮降下が絞漫となり，翌朝融解する場合には融

jfy(o熱をとるので，融解が経る迄は温度は殆ど上昇

しない。

告示直l亘5cm深さの地温は 9時 20分に 3.5
0
C

最尚温度は 19.5cCで，その他時は地面より約 2時

ttIJJなくれるo 持活匝の各深さに於ける最高最低温

度及びその起時を示すと次去の虫flくである。

第 8表段高最低温度&.び起時(普通鼠)

深 さ l 最高|最低 1

I <，. "0 I也時 Ii，¥;l. Ji[ I起 HF1部師
J 型LIiJ:， m: l'句~'r I i，¥;l.竺ー恒)一一一
地面 I 24.6 I 12.30 I 0.5 I 5.00 I 24.1 

5 19.5 I 14.30 I 1.8 I 7.00 I 17.7 

10 10.1 I 16.20 I 2.8 I 8.00 I 7.3 

20 4.0 I 23.00 I 1.9 I 10.00 I 2.1 

30 3.3 I翌朝7.00 I 2.0 I 11.00 I 1.3 

40 1.2 I ー 0.9 I ー 0.3
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上去の如く振幅は深さと共に次第にi減少、し，

また最高段低ー温度の起時は地中内部に入るに従っ

て必くれる。深さと振陥減少との闘係を陪i示する

と;;j(の女nくである。

C1rl 

o 

10 

20 

与。

Z '1 G 8 10 IZ 1'1 16 18 Z. eZ è~ '0 
F 

第9園深さと振胸.との関係(普通区)

上1M]によると深さと振幅減少との闘係は指数

画数で友される。深さと最高温度起時のゐくれと

の闘係、はほぼ l主総的であるととは第 8去から知

るととが出来る。

凍土匿の 5cm以i5t~の jtÞ.rli!.l主著しく低温で且

つ 1日中殆ど鑓化がない。

車型 括

1950 年 4 月 I~勝岡大正村の傾斜地に於て，融

7kによる土壌の侵蝕について観測した結果を総括

するとずくの如くになる。

1. 4 r:J 10日の観測によると，融水は 8時 40

分頃流出を始め， 13時 30分-14時には故多量に

迷し，'その後流出量は次第に・減少して 18時 10分

過ぎには零となる。

2. 融水のため第 1匝 5坪から流亡する土壌

の日総量は 126.2g/dayでるる。

3. 1瓦の上部より 4問の所に位蝕防止溝を作

ると，融水はとの防止溝に集まり地中に主主透する

ので，それより下方には融水の流下は殆どない。

故に防止溝によってある程度迄土壊侵蝕を防ぐと

とが出列4る。

4. 4 n 11日~同 12日の観測によると凍土

表済の地温は，普通土壌よりも著しく低温である。

地中に於ては普通土壌は 20cmの深さに於ても，

4.0
0C位になるが，凍土に於ては 5cmの深さにた

ると 1.0
0C位の低温でるる。

本観測を行うに蛍り，程々御!手意にJ:Ciった迅

臨土地改良課の大塚課長及び白山扶(:ili，色々御使

宜を興えてくれた大正付営局，作物報台事務所k

I1ミ付支所の目崎支所長噌;の各(立に封し深く感謝の

意を去する。 #;J観測を捨常してくれた塚本健二社

に共持を深謝する。

Summary 

Observations were rnade of soil erosion caused by the thaw water from snow and frozen soil during 

the period from 9 th to 22 nd of April， 1950. Among these the observations rnad巴 on10 th April wer巴

described frorn which the following conclusions may be summarized: 

1. 1n Spring th巴 accumulated snow and the thin surface layer of the frozen soil begin to melt， but 

even at this time， the flozen layer which is impervious to water still exist in the soil (Fig. 1)， so th巴 thaw

water cannot penetrate into the soil. 1n consequence， if there is any slope， the thaw water runs down 

the slope and the water thus lost causes erosion. 

2. The thaw water begins to flow out of plot 1 at 8h.40m， attains its rnaxim um at 13h30U1 and ceases 

to flow out of the plot at 18hlO川 (Fig.4). The total amount of run off from the plot is calculated 197. 

18 l/day. 

3. The total amount of soil particles which is removed from plot 1 by water is 126.2 g/day・

4. The ditch wich is constructed 7.2 m from the top of plot 2. serves as control of erosion (Fig. 2). 


